










































































































 

研究目的 

 行政的な乳児の健康診査は,児童福祉法(昭和 22 年)によるいわゆる乳児の一

斉健診として実施されていたが,母子保健法の制定(昭和40年)に伴い,3蔵児健

診のみが必須とされ,その他の乳幼児については,都道府県知事が必要に応じ実

施することとされた。乳児健診は,この国の態度にかかわらず,住民側のニード

が大きいため都道府県は,各個で実施していたが,昭和 48 年から国も市町村に

若干の医療機関委託乳児健康診査事業費補助を出すことになった。 


